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by 
MASAO NAG ASE 
From the 2nd Surgical Clinic of Kyoto University Medical School 
(Director: Prof. Dr. YAsUMASA AovAor). 
A child of two years was admitted to our clinic on May 27, 1957; he compla-
ined of both persisted fever and tachypnea. 
On January 22, 1957, he had a fever (38・39°C) and the several kinds of 
antibiotics were administered under the diagnosis of pneumonia, but in vain. On 
February 2, it was found by rentogenoscopy that there had been left spontaneous 
pneumothorax. Accordingly, several attempts of thoracocentesis were performed. 
However, the intrathoracic pressure remained alwa~・s positive, and the lung col-
lapsed almost entirely (Fig. 1 and 2). 
On June I, the left thoracotomy was performed and many bronchial fistulae 
were seen on the surface of the lower lobe. The left lower lobectomy was carried 
out. The patient has remained well ever since, and the left upper lobe has reex-
panded fairly well (Fig. 4). 
緒 ＝ー E司 が， 25日より再び発熱するとともに呼吸促追を来しP









































































なかった． 〉ζ含気~を形成していた Peel は単なる勝
胞であって，活動的な炎症像はみられなかった．
術後経過．術後約9時間を経て胸腔穿刺を行った
処，血液約20cc，空気約IOOccを吸引した後に陰圧とな
った．術後第7日迄毎日 l回穿刺吸引を行い， 7日自に
は血液20ccを得たのみでP 全く空気を吸号ILf専ず，胸
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腔内圧は陰圧となった．図4は術後14日目のレ線像で
あるが，左肺上薬が著明に再膨脹しているのがみとめ
られる．入院後23日目に全治退院し術後5ヵ月を経
た現在に於て元気よく生活している．
考 按
本症例は肺炎発病後約10日で特発性気胸を発見され
たのであるが，手術時肺及び胸腔内壁は厚い Peelに
よっておおわれていたところからみると，出量胸があっ
たことは明らかである．而もこれは肺穿孔の結果起っ
たものであろう．膿胸があってそれが肺に塁手孔したも
のとすればかかる全気胸を来し難いからである．併し
手術時には胸腔内には膿汁が全くみとめられなかった
が，これは既に術前に吸収されたか，又は内気管支療
を経て略去されたものと考えられる．本症例はいまだ
幼弱であり，かつ入院時の全身状態も良好ではなかっ
たが，既に胸腔穿刺吸引等の保存的療法は全く効果が
なしかっ緊張性安切旬である為に，縦隔は反対別へ圧
排され，放置すれば憎悪することはあっても，軽快す
ることはないと恩われたので，手術を敢行したもので
あってP 肺葉切除によって幸いにも良好な結巣をみる
ことが出来たのである．
結 語
肺炎経過中に自然緊張性気胸を発した I才11ヵ月の
男児に対して肺葉切除術を行＂ ＂ 全治せしめることが
出来たので報告した．
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